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C 31 味覚感 度と食習 慣の関 連

久留米 信愛 女学院 短大

ピジョン（株）

〔(社) 日本家 政 学会

一妊 婦、女子学生 につ いて ー

○権藤美 和子

福重め ぐみ

《目 的》味覚の感 度に影響を及ぼ す要因 として、 性別、 年齢、身 体状 況などが挙げら れて

いる。　また、妊娠 によって、味覚 感度の変化があ ると思 われる。 そこで今回は、妊婦 の塩

味・酸 味の味覚感度 と食習慣に視点をおき、 本研究を実 施した。

《方 法》19  9  0 年８月、 福岡県 久留米 市内s  病院 産婦 人科外来 の1   9 ～4   2 才の妊 婦

8 9 名（ 妊 婦群）と同病院 短大専 攻科助 産学 専攻学生2  0 ～30 才 の2  2 名 、同市内 Ｓ短

大食物栄養 専攻学生1  8 ～2  0 才 の9  4 名、 計116 名（ 学 生群）を対 象とし た。味覚 の

鋭敏さを知 るために、東洋ろ 紙（株）製の、味覚 テスト濾 紙により味質 識別 能検査を行 った。

味覚テ スト 濾紙は、塩味・酸 味には、濃度 の異なる溶液に浸潰・ 風乾し た３ 枚と、 甘味・

苦味・無味 は、 各１枚を用い た。同時にア ンケートによ る食習慣調査、 唾液 のP  H  測定検

査、 クェ ン酸 濃度の異なるレ モンゼリーによ る酸味嗜好検査な どを実施した。

《 結果》塩味 の３ 枚の味覚テ スト 濾紙の味質を 、正しく判断し た割合 は、妊婦群3  4 ％、

学生群Z  2  % で、 有意に妊婦群 が低かった（ ｐ ＜0.001 ）。 酸味について は、 妊婦群、

学生 群ともに、2   6 ％で差はな かった。塩、酸、甘 、苦の四味を 合わせた正答率 は、妊婦

群3  3 ％、学生群4  3 ％で、有 意に妊婦群が低 かった（ｐ ＜0.001 ）。食習慣 につい

て、妊 婦群が、多 く摂取してい るものは、 果物、 野菜、豆製品、卵・ 牛乳で、学生群 に多

いのは、ス ナック菓子、清涼飲料 であり 、いず れも有 意であった（ ｐ ＜0.01 ）。 魚介

類・肉類・ 塩辛いお かず、酸味 のあるお かずは、両群 間の摂取頻度に 差はなかった。妊婦

群で、 卵・ 牛乳を多 く摂 取する者 は、塩味の識別 能が高い傾向にあ った。

C 32　　　　顕 在性不安が味覚・ 嗜好に及 ぼす影響　 一妊 婦、女子学生につ いて ー

ピジョ ン（株）　　○ 福重めぐみ

久留米信 愛女学院短大　　　 権 藤美和子

《 目的》従来、 味覚・嗜好に影 響を及ぼ す要因 として、 性別、年 齢、身体状 況などが挙げ

ら ている。　しかし 、味覚・嗜好と心 理状態の関 連について の研究 はあまりさ れていない。

そこで、今回 は妊 婦、学生を対象 に、本研究を実 施した。

《 方法》19  9  0 年８月、福岡県久留 米市内Ｓ病 院産婦人科外来 の1   9 ～4  2 才 の妊婦

8 9 名（ 妊婦群） と同病院短大専 攻科助産学専攻学生2  0 ～30 才 の2  2 名、同 市内s  短

大 食物栄養専攻学生1   8 ～２０才 の9   4 名、計116 名（ 学生群）を対 象とした。心 理状

態 の指 標として顕 在性不安検査（M  A S  心理テ スト） を用いて不安 得点 検査を行い、同 時

に東洋ろ 紙（株）製 の四原 味( 塩味、酸 味、 甘味、苦味 ）の味覚テスト 濾紙による味質 識別

能検 査、 クェ ン酸濃度 の異な るレモ ンゼリーによる酸 味嗜好 検査、食習 慣アンケート調 査

などを実 施した。 ＭＡ Ｓ検査において 信頼性・ 妥当性 のある回答が得ら れた、妊婦群7  2

名、学生群6   7 名について、そ れぞれ不安 得点 が、0  ～2   1を 標準群、2  2  以上 を高不安

群として、 比較検討を行 った。

《 結果》不安 得点は、妊婦群 は17.3 士8  .    1 、学生群 は2  0.     7 ±7  .    7で 、有意に

妊 婦群の ほう か低か った（P  ＜0  .    0 5 ）。妊 婦群において、味質 識別能 は、 塩味、酸味

とも高不安群 のほうか、標準群 に比 べて、味質を正 確に識別する人 が、多 い傾向 にあった。

レ モンゼリ ーに よる酸味の嗜好 は、 高不安群・標 準群間に有意な差 は得ら れなか った。学

生 群において、 味質識別能・ レモ ンゼリーによ る酸 味の嗜好は、高不安 群・標準群 間に有

意 な差は得られ なかった。


